
授業の詳しい様子は、本校の HP にも紹介しています。仕事がはやいです！！ 

 

 

 

 
 

６時間目。授業が始まる前に生徒
の皆さんは自然と着席し、静かに待
っていました。日頃から時間を意識
した行動ができているのでしょう。
素晴らしい集団ですね。 
最初に、スマホや SNS の利点につ

いて話し合いました。指名した生徒
達はあえて友達とは異なる内容につ
いて発言していたのは、授業者のね
らいや、全校で学ぶことを意義を感
じているからだと思いました。 
その後は、生活班で「褒め言葉トランプ」を使用して、それぞれ

の良さや言われてうれしい言葉を伝え合いました。先生方も輪の中
に入っていただき、日頃はなかなか言えない感謝の言葉やその人の
価値について伝え合いました。 
人は、実際に発言した内容と異なる思いを持っていたり行動した

りすることがあります。それは相手の表情や仕草を見るとわかるこ
ともあります。そのような体験をとおして、スマホと直接の対話の
それぞれの良さを確認しました。 

 
〇本当の気持ちを隠して伝えたことがありました。もっと素直になり皆に
優しくし協力して残りの中学校生活を楽しみたい。〇一人一人にほめ言葉
を言うのは少し恥ずかしかったけど何度もするうちに楽しくなりました 
〇「よく笑う人は良く泣いた人」は少しわかる気がするのでそんな人に無
理をさせないよう優しい言葉をつかいたいです 〇幸せって何ですかね？ 
〇自分が言われて嬉しい言葉をたくさん知れたし相手のことも知れたので
楽しかったです。〇全校での対話や褒め言葉トランプをつかって、他の人が自分を見てくれてほめてく

れたのがうれしかった。〇いつも周りの人が自分を支えてくれることに気
がついた。みんないつもありがとう。〇言われて嬉しい言葉は自分が努力
して頑張ったから言われるから、これからも真剣に取り組みたい。〇素直
な気持ちを伝えることは無いからこのような機会をつくって頂き感謝して
います。〇「ありがとう」「ごめんなさい」をしっかり言えるようになり
たい。〇相手の心に響く言葉をつかいたい。〇見方を変えれば欠点と思わ
れることも良さやその人らしさであることに気がついた。相手の良い所を
しっかりみつけたい。〇いつも「大丈夫だよ」と言っている友達を助けら
れるよう力をつけたい。 
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